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全
国
的
に
救
急
出
動
件
数
は
、
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
出
動
の
中
に
は
、
緊
急
性
の

な
い
も
の
も
あ
り
、
本
当
に
緊
急
性
が
あ
る
傷

病
者
へ
の
対
応
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
で
の
平
成
17
年
度
の

救
急
出
動
件
数
は
１
５
８
５
件
（
１
５
０
２
人

の
搬
送
）
と
過
去
最
高
に
な
っ
て
い
て
、
10
年

前
と
比
べ
て
約
１
・
５
倍
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
の
う
ち
６
２
５
人

が
軽
症
患
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
救
急
搬
送
者
数

の
約
40
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま
す
。
か
す
り

傷
程
度
で
呼
ん
だ
り
、
風
邪
な
ど
急
を
要
す
る

病
気
で
は
な
い
が
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
良
い

の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
呼
ん
だ
り
す
る
な
ど
、

安
易
に
救
急
車
を
要
請
す
る
こ
と
も
出
動
件
数

増
加
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
で
は
大
淀
町
・
下
市

町
・
黒
滝
村
・
天
川
村
の
２
町
２
村
を
管
轄
し

て
い
て
、
救
急
車
は
各
消
防
署
・
出
張
所
に
１

台
ず
つ
合
計
４
台
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、
近
く
の
消

防
署
・
出
張
所
の
救
急
車
が
出
動
し
ま
す
が
、

そ
の
救
急
車
が
出
動
中
で
あ
る
と
き
に
は
、
ほ

か
の
救
急
車
が
出
動
し
て
、
遠
く
の
と
こ
ろ
か

ら
駆
け
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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救急車
でない

とダメ
ですか

？！�

救急車
でない

とダメ
ですか

？！�

救急車
でない

とダメ
ですか

？！�

救
急
出
動
件
数
は
10
年
前
に
比
べ
て

約
１
・
５
倍
増
加
し
て
い
ま
す

尊
い
命
を
救
う
た
め
に

１
分
１
秒
を
争
っ
て
い
ま
す



こ
の
ま
ま
救
急
出
動
件
数
の
増
加
が
続
け
ば
、

１
分
１
秒
を
争
う
中
で
、
助
か
る
は
ず
の
命
を

救
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

緊
急
の
事
故
や
病
気
で
、
い
つ
自
分
の
家
族

や
友
人
に
救
急
車
が
必
要
に
な
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
そ
の
と
き
に
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、

い
つ
で
も
救
急
車
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
適
正

な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
１
９
番
を
す
る
前
に
、
自
家
用
車
や
タ
ク

シ
ー
が
利
用
で
き
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

1
０
７
４
７
%2
１
１
９
９

http://w
w
w
.nakayoshino.or.jp/
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１
１
９
番
を
す
る
前
に
、

も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う

実
際
の
事
例
と
し
て
、

「
黒
滝
出
張
所
の
救
急
車
が
大
淀
町
に
出

動
し
て
、
現
場
到
着
ま
で
に
時
間
を
要
し

た
。」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

■過去10年間の救急出動の推移

■平成17年度 傷病程度別搬送人員

中等症　�
647人（43％）�

軽　症　625人（42％）

死　亡�
31人（2％）�

重　症　199人（13％）�
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1,028 1,065
1,1211,1211,121

1,242
1,273

1,239
1,2771,2771,277

1,3961,3961,396

1,5741,5741,574 1,5851,5851,585

あ
な
た
の
応
急
手
当
が
、尊
い
命
を
救
い
ま
す
！

①
意
識
の
確
認

ま
ず
意
識
が
あ
る
か
な
い
か
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
交
通
事
故
な
ど

で
頭
や
首
を
け
が
し
て
い
る
可
能
性
の
あ

る
と
き
は
体
を
ゆ
す
っ
た
り
首
を
動
か
し

た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
助
け
を
呼
ぶ
（
１
１
９
番
通
報
を
す
る
）

意
識
が
な
い
場
合
、
緊
急
を
要
す
る
事

態
が
起
き
て
い
る
の
で
、
大
声
で
協
力
者

を
集
め
、
１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
気
道
確
保

意
識
が
な
い
場
合
、
舌
の
付
け
根
が
の

ど
の
奥
に
落
ち
込
み
、
空
気
の
通
り
を
ふ

さ
い
で
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
気

道
確
保
を
し
な
が
ら
呼
吸
を
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

④
人
工
呼
吸

呼
吸
が
な
け
れ
ば
人
工
呼
吸
を
開
始
し

ま
す
。

⑤
循
環
サ
イ
ン
の
観
察

気
道
を
確
保
し
た
ま
ま
、
せ
き
な
ど
を

し
て
い
な
い
か
、
体
動
が
あ
る
か
を
確
認

し
ま
す
。

⑥
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

循
環
サ
イ
ン
の
徴
候
が
な
い
、
ま
た
は

明
ら
か
で
な
い
と
き
は
直
ち
に
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
実
施
し
ま
す
。

救
急
車
が
要
請
を
受
け
て
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
、
全
国
平
均
で
約
６
分
か
か
り

ま
す
。

も
し
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
に
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

何
も
し
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

心
臓
と
呼
吸
が
停
止
し
た
場
合
約
３
分
、

呼
吸
だ
け
が
停
止
し
た
場
合
約
10
分
で
、

50
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
死
亡
し
て
し
ま
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
脳
細
胞
は
心
停
止
後
約
３
〜

５
分
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
10
分

以
上
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
心
拍
が
再
開

し
て
も
永
久
的
に
神
経
障
害
を
残
す
可
能

性
が
極
め
て
高
く
な
り
ま
す
。

心
肺
蘇
生
の
最
終
目
的
は
、
脳
の
機
能

を
回
復
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
直
ち

に
救
命
手
当
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

脳
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

心
肺
蘇
生
法
の
方
法

消
防
署
で
は
、

応
急
手
当
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。



▲北川さんご夫婦による除幕式の様子。

▲森下町長が北川さんご夫婦に感謝状を贈りました。
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六地蔵尊が寄贈されました
北川さんご夫妻（北町２丁目）

六地蔵尊の寄進式が、８月６日（日）に大淀町営斎

場で行われました。

この六地蔵尊は、北川秀修さん・捷子さんご夫妻

（下渕北町２丁目）が本町に対して寄贈されたものです。

式典は、北川夫妻による除幕式に続き、建碑法要式が

行われた後、寄進式が執り行われました。式典の中で

北川さんは、「私は５年前に病を患いましたが、今こ

うして元気でいられるのも御仏の賜物であり、また皆

様のおかげです。本日はこのような盛大な式典を催す

ことができ、この上ない喜びです。」と話してくださ

いました。

また、この六地蔵尊の寄贈に対して、本町から北川

さんご夫妻に感謝状を贈りました。ありがとうござい

ました。

愛の募金にご協力ありがとうございました
町更生保護女性会の募金活動

社会を明るくする運動の一環として、町更生保護

女性会が呼びかけた愛の善意募金に約75万円が集ま
りました。

このお金は、犯罪や非行に陥った人々が立ち直る

ための援助活動や子どもたちが健やかに成長できる

地域づくりのための活動に有意義に使われます。

協力していただいたみなさん、ありがとうござい

ました。

上手に泳げるように！
水泳教室

町教育委員会主催の水泳教室が、８月５日（土）・

６日（日）の２日間にわたって町内の各小学校の

プールで開催されました。この水泳教室には、た

くさんの子どもたちが参加しました。

参加した子どもたちは、バタ足や息継ぎの仕方

などを指導員から教わり、上手に泳げるようにと

一生懸命がんばっていました。

この２日間の教室を終えて、子どもたちは泳ぐ

ことに少し自信を持ったのではないでしょうか。
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子どもたちが多くの人と出会い、遊びや体験学習

を通してなかまの輪を広げ、お互いを大切にする心

を育むことを目的として、「ワクワクキッズサークル」

を開講しました。このサークルには、「なかま夢ワー

クサークル」・「チャレンジマーケットサークル」・

「学びふれあいサークル」の３つのサークルがあり、

１年間を通してさまざまなことを学習していきます。

「なかま夢ワークサークル」と「チャレンジマーケ

ットサークル」が、８月10日（木）と８月19日（土）に
それぞれ開講しました。

たくさんの友だちができたよ！
チャレンジキャンプ IN 山添

大淀町子ども野外活動が、７月31日（月）と８月１
日（火）の２日間にわたり山添村の自然野外活動セン

ターとＢ＆Ｇ海洋センターで行われ、町内の小・中学

生25人が参加しました。
この野外活動は、なかまづくりや自分たちで考えて

行動するたくましさを身につけることを目的とし、今

回で４回目を迎えました。

子どもたちは、カヌー体験、飯ごう炊さん、キャン

プファイア、焼き板作り、ディスクゴルフなどを体験

し、交流を深め合いました。

参加した子どもたちは、このチャレンジキャンプを

通じて、なかまの輪を広げ、あっという間の２日間を

楽しみました。

▲カヌー体験で戸惑い気味の子どもたち。

▲野外での飯ごう炊さんに大喜び。

ひろげよう！ なかまの輪
子ども人権学習支援事業「ワクワクキッズサークル」

調査員がお伺いします

平成18年
事業所・企業

統計調査

これからのまちづくり
にも活用するために、
10月１日現在の事業
所・企業について調査
を行います。
全国すべての事業所が
対象です。
どうぞご協力をお願い
します。

9月下旬から調査員が
お伺いします。
調査員は、「調査員証」
を必ず携行しています。

総務省統計局　奈良県　大淀町

t平畑運動公園で
行われたチャレ
ンジマーケット
サークルの様子。
子どもたちは軽
スポーツに親し
みました。



日�

� � � 1

24

22

月�火�水�木�金�

2

土�

3

12

19

5

1611

�

4

10

17 18

13 14 15

20 21

�

25 26 27 28 30

　  文化会館・図書館ともに休みの日�
　　  ホール・会議室等が使用できない日�
　  図書館のみが休みの日　　　　　�
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2323

にしきしゅう いろど

あお

かな

「Ｍ８」
著／高嶋哲夫　集英社

「あっ！じしん」
文／金子章　絵／鈴木まもる　学習研究社

「地震から子どもを守る50の方法」
著／国崎信江　ブロンズ新社

「世界の災害の今を知る　地震」
著／メアリー・コルソン　訳／横田崇　文渓堂

９月のおはなし会
●９月17日（日）午後３時～
こどものためのおはなし会

●９月24日（日）午後２時～
大人のための朗読会
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９月１日は防災の日です。関東大震災を教訓に、不測の事態に

備えるために1960年に制定されました。これを機会に、家族でい

ざというときの防災対策について話し合っておくのも良いですね。

いつどこで地震が起きても自分で
自分の命を守ることができるように、
その方法を考える絵本です。幼児の
ころから防災の意識を高めていき、
親子で防災を考えていきましょう。
地震に負けない、生き抜く力を育て
る絵本です。

阪神淡路大震災を生き抜いた瀬戸
口は地震を予知するために、日夜研
究所に通いつめていました。そして、
ついに瀬戸口は東京直下型大地震が
10日以内に起こるという計算結果を
はじき出し…。首都大地震を最新の
研究を反映して完全シミュレーショ
ンした書き下ろしの力作です。

大地震は、今やどこで起きても不
思議ではありません。突然の災害にも、
家庭でできる防災対策があるので
す。危機管理アドバイザーの著者が、
２児の母として独自の視点から編み
出した、親も子も生きて震災を乗り
切るための防災対策を紹介します。

地震発生のメカニズムなどをわか
りやすく科学的に解説するとともに、
これまでの地震被害の実例をあげて
その恐ろしさを説明しています。地
震のときの対応方法なども子どもた
ちにわかりやすく、防災に備える力
を身につける本です。
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古
代
「
イ
マ
キ
」
の
伝
承
地

今い
ま

木き

大
淀
町
と
御
所
市
を
結
ぶ
国
道
３

０
９
号
線
沿
い
の
谷
あ
い
に
、
今
木

の
ま
ち
は
開
け
て
い
ま
す
。
こ
の
東

西
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て

の
び
る
細
長
い
地
に
は
、
一
体
ど
の

よ
う
な
歴
史
が
眠
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

い
ま
き
な
る
　
お
む
れ
が
う
へ
に

く
も
だ
に
も
　
し
る
く
し
た
た
ば

な
に
か
な
げ
か
む

こ
れ
は
斉
明
さ
い
め
い

天
皇
（
６
５
５
〜
６

６
１
）
が
詠
ん
だ
歌
だ
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
歌
に
登
場
す
る

「
イ
マ
キ
」
が
、
今
の
今
木
の
地
名

の
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
イ
マ
キ
」
は
も
と
も
と
奈
良
県

中
部
の
広
い
範
囲
を
指
し
、「
今
来
」

と
か
「
今
城
」
と
書
い
た
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
書
紀
で
は

「
新
来
」「
新
」
と
い
う
言
葉
で
「
イ

マ
キ
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
新
し

く
や
っ
て
き
た
人
々
の
土
地
、
と
い

う
意
味
が
こ
の
言
葉
に
は
こ
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

今
木
で
は
明
治
年
間
に
、
皇
族
の

陵
墓
比
定
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

古
墳
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

淀
町
の
歴
史
研
究
は
、
こ
の
今
木
地

域
の
古
墳
が
出
発
点
と
い
っ
て
も
い

い
で
し
ょ
う
。

坂
合
黒
彦

さ
か
あ
い
の
く
ろ
ひ
こ
皇
子
は
、
雄
略

ゆ
う
り
ゃ
く
天
皇

（
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
）
の
お
兄
さ
ん
で
、

罪
を
犯
し
た
幼
い
眉ま
よ

輪わ

王お
う

と
彼
を
か

ば
っ
た
葛
城
の
円
大
臣

つ
ぶ
ら
の
お
お
お
みと
と
も
に
雄

略
天
皇
と
争
い
、
敗
れ
た
後
「
新
漢

槻
本
南
丘
」
に
葬
ら
れ
た
と
、
日
本

書
紀
に
あ
り
ま
す
。
現
在
宮
内
庁
が

管
理
す
る
「
坂
合
黒
彦
皇
子
墓
」
は
、

安
政
年
間
（
１
８
５
４
〜
１
８
５
９
）

に
字あ
ざ

ジ
ヲ
の
地
に
比
定
さ
れ
ま
し
た

が
、『
大
和
国
古
墳
墓
取
調
書
』
を

書
い
た
野の

淵
龍
潜

ぶ
ち
り
ゅ
う
せ
ん
さ
ん
は
、「
天て
ん

狗ぐ
の

森も
り

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
今
木
の
南
側

の
丘
陵
地
に
候
補
地
を
求
め
て
い
ま

す
。

斉
明
天
皇
の
孫
、
健
王

た
け
る
お
うは
８
歳
で

幼
く
し
て
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
健
王
を
寵ち
ょ
う愛
し
た
女

帝
は
そ
の
晩
年
、
自
ら
の
墓
に
彼
を

合
葬
す
る
よ
う
に
と
言
い
残
し
た
そ

う
で
す
。
前
記
の
斉
明
天
皇
の
歌
も
、

健
王
を
失
っ
た
悲
し
み
を
詠
ん
だ
も

の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

斉
明
天
皇
の
墓
は
飛
鳥
の
越お

智ち

岡お
か

（
高
市
郡
内
）
に
つ
く
ら
れ
、
健
王

も
そ
こ
へ
合
葬
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
に
健
王
の
亡
骸が
ら

を
置
い
た

「
も
が
り
（
の
場
）」
が
、「
今
城
谷
上

い
ま
き
の
た
に
の
う
え」

に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
の
保ほ

久
良
く

ら

古
墳
は
、
明
治
27

年
に
「
健
王
も
が
り
塚
」
に
比
定
さ

れ
る
ま
で
は
、
宇
津
角
山
に
あ
る
名

も
な
い
古
墳
で
し
た
。

片
側
に
袖そ
で

（
で
っ
ぱ
り
）
が
あ
る

横
穴
式
の
石
室
は
、
今
木
に
あ
る
石

室
の
中
で
は
最
も
古
い
６
世
紀
後
半

ご
ろ
の
形
式
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
健
王
の
没
年
（
７
世
紀
中

ご
ろ
）
と
は
合
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

に
せ
よ
今
後
、
保
久
良
古
墳
を
充
分

に
調
査
を
す
れ
ば
、
こ
の
答
え
も
は

っ
き
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

蘇
我
そ

が

氏
に
か
か
わ
る
伝
承
が
あ
る

の
も
、
今
木
の
特
色
で
す
。
斉
明
天

皇
と
同
じ
時
代
を
生
き
た
大
権
力

者
・
蘇
我
入い
る

鹿か

（
？
〜
６
４
５
）
の

甲か
ぶ
とが
、
飛
鳥
か
ら
こ
の
今
木
の
地
へ

飛
ん
で
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
入
鹿
の
甲
を
ま
つ
っ
て
い
る

と
い
う
の
が
、
今
木
の
氏
神
「
甲
神

社
」
で
す
。
蘇
我
氏
の
本
拠
地
の
ひ

と
つ
と
さ
れ
る
橿
原
市
の
小
綱

し
ょ
う
こ
う町
付

近
に
も
、
入
鹿
の
鎧
を
ま
つ
っ
て
い

る
と
い
う
入
鹿
神
社
が
あ
り
ま
す
。

「
イ
マ
キ
」
と
蘇
我
氏
が
結
び
つ
く

歴
史
的
な
背
景
も
、
今
後
じ
っ
く
り

考
え
て
み
た
い
で
す
ね
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
今
木
と
い

う
土
地
は
、
古
代
の
「
イ
マ
キ
」
の

伝
承
を
現
在
に
引
き
継
い
で
い
る
地

域
だ
と
も
い
え
ま
す
。

◇
町
教
育
委
員
会
・
学
芸
員松

田
　
度

い
ま
き
の
あ
や
の

つ
き
の
も
と
の
み
な
み
の
お
か

▲保久良古墳（写真は石室の中から入口を撮影したもの）



町保健センター　1　 0747－52－9403　�
　　　　　　　　FAX 0747－52－9404
ホームページからも申し込みができます。�
　　　　　　　　　　http://www.town.oyodo.nara.jp

［乳幼児］午前９時～午前11時　　　　　
［対　象］身体計測や、保健師・栄養士に

よる健康や育児についての相談
を行います。

［成　人］午後２時～午後４時
［対　象］尿検査・血圧測定・保健師や栄

養士による健康についての相談
を行います。

●子どもの健康診査

※１　対象児には問診票を送付します。

※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。

※３　４ヶ月児健康診査でＢＣＧ予防接種を同時実施します。

●予防接種

※１　対象児には予診票を送付します。

※２　受付時間は午後１時30分から午後２時までです。
※３　料金は無料で、場所は町保健センターです。

★以前の対象で、三種混合、麻しん風しん混合予防接種を終了していない対象内のお子さんも受けることができます。

再通知はしませんので、該当する人は前もって保健センターへ連絡してください。

★転入された人は、以前に受けた予防接種について、町保健センターへ連絡してください。

●各種教室

※１　町保健センターへ電話で申し込んでください。

※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。

実　施　日 対　　　　　象

H18.２.１～H18.６.30生まれ

H16.７.１～H17.１.31生まれ

H17.８.30～H17.９.27生まれ

H12.８.１～H12.９.30生まれ
麻しん風しん混合

三種混合

10月５日（木）
10月６日（金）
11月27日（月）
12月21日（木）
１月29日（月）

９月27日（水）

９月21日（木）

７歳６カ月までに３～８週の間
隔で３回接種

７歳６カ月までに「1期初回」接
種終了後、１年あけて１回接種

１歳から２歳までに１回接種（第１期）

小学校入学前の１年間（第１期）

1期
初回

1期
追加

実 施 日 ・ 受 付 時 間 対　　　　　象

４ヵ月児健康診査 ９月13日（水）・午後１時30分～午後２時 H18.４.16～H18.５.15生まれ

10ヵ月児健康診査 ９月14日（木）・午後１時30分～午後２時 H17.10.16～H17.11.15生まれ

１歳６ヵ児健康診査 ９月28日（木）・午後１時15分～午後２時 H17.２.１～H17.３.31生まれ

実 施 日 ・ 受 付 時 間 対　　　　　象

わんぱくひろば
（お子さんの言葉や社会性の発達などについて、
不安や心配のある人、参加してみませんか？　遊
びや個別相談を行います。）

２歳以上のお子さんとその保護者
９月25日（月）

午前９時30分～正午

8



◇日　時 10月11日（水）午前９時30分～午後２時
◇場　所 町保健センター
◇対　象 本町在住の男性
◇定　員 15人
◇内　容 調理実習と講義
◇持ち物 エプロン・三角きん・筆記用具
◇主　催 町食生活改善推進員協議会

毎日の食事の栄養バランスなどに関心をもち、

健やかな生活をめざすため、

料理教室を開催します。

今回は男性が主役です。

和気あいあいと学びましょう。

ぜひ参加してください。

参加希望の人は、町保健センターに電話で

申し込んでください。

定員になりしだい締め切ります。

9

問い合わせ　　1　　0746－34－5501�
　　　　　　ＦＡＸ　0746－34－5502

９月特別プログラム

コリオＭＩＸ
◇実施日時 ９月８日（金）・９月22日（金）

午後０時10分～午後１時10分
９月13日（水）
午後１時～午後２時

シェイプアップエアロ
◇実施日時 ９月９日（土）・９月23日（土）

午後３時～午後４時

◇プール休業期間
９月23日（土）～27日（水）

プールの水の入替を実施するために、９
月23日（土）から27日（水）までプールの営業
を休止します。迷惑をおかけしますが、ご
理解ご協力をお願いします。

※ トレーニングルームは通常どおり営業
します。

《スタジオ》

プール休業について

◇大淀あらかしテレビの番組に関すること
町役場企画課

◇こまどりケーブルの加入・キャンペーンの内容に関すること
こまどりケーブル　10120－667－740

朝晩さわやかになり秋の到来を感じます。大阿太高原では
二十世紀梨の収穫が始まっています。大淀あらかしテレビでは、
町内で行われた行事や地域の話題などを放送しています。

９月は、

「夏休み子どものど自慢」「商工会ふるさとまつり」

「二十世紀梨収穫真っ盛り」「秋の交通安全運動」

などを放送する予定です。

大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどりケーブルへ
の加入が必要です。ぜひ加入してください。

○お天気カメラを設置
午前６時から午前８時まで、町役場屋上と大淀消防署屋上

からのライブ映像（生中継）を放送します。今日のお天気の
参考に、また土田交差点の様子をご覧ください。

○議会の様子を中継
町議会第３回定例会で、町の予算や条例などが審議される

様子を生中継します。

○台風、落雷の季節
落雷などで、ケーブルテレビが映らなくなった場合は、こ

まどりケーブルまで連絡してください。
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保健の制度が変わります
高額療養費の自己負担限度額が変わります

国民健康保険や老人保健では、同月内に支払った医療費が自己負担限度額を超え

た場合、申請をすることで高額療養費として超えた金額が払い戻されます。平成

18年10月から、この高額療養費の自己負担限度額が変わります。

70歳以上の人の世帯

平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら

▼ ▼

★（ ）内は12ヶ月以内に4回以上支給があった場合の、4回目以降の限度額です。
※1 1％は、医療費が361500円を超えた額の1％を示します。
※2 1％は、医療費が267,000円を超えた額の1％を示します。

現役並み所得者：同一世帯に一定以上（課税所得145万円以上）の所得がある老人保健対象者、また
は70歳以上の国民健康保険被保険者の人。

※ 70歳以上の人の年収が、2人の場合520万円未満、1人の場合383万円未満であれば、申請を
することで「一般」区分の世帯になります。
上 位 所 得 者：基礎控除後の年間所得額が670万円を超える世帯の人。
一　　　　　般：住民税課税世帯で、「現役並み所得者」「上位所得者」でない人。
低　所　得　Ⅱ：住民税非課税の世帯に属する人。
低所得Ⅰ・Ⅰ②：住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除を差し引い

たときに0円となる人。
低 所 得 Ⅰ ①：老齢福祉年金を受給している人。

用語説明（所得区分）

70歳未満の人の世帯

1％は、医療費が
241,000円を
超えた分の1％

1％は、医療費が
466,000円を
超えた分の1％

139,800円
＋1％

（77,700円）

72,300円
＋1％

（40,200円）
一般

住民税非課税世帯

上位所得者

35,400円（24,600円）

所得区分
自己負担限度額

1％は、医療費が
267,000円を
超えた分の1％

1％は、医療費が
500,000円を
超えた分の1％

150,000円
＋1％

（83,400円）

80,100円
＋1％

（44,400円）
一般

住民税非課税世帯

上位所得者

35,400円（24,600円）

所得区分
自己負担限度額

72,300円
＋1％（※1）
（40,200円）

40,200円

一般

低所得者
Ⅱ

Ⅰ

現役並み所得者

8,000円

12,000円

15,000円

24,600円

40,200円

所得区分

外来の限度額
（個人単位）

入院＋外来の
限度額

（世帯単位）

80,100円
＋1％（※2）
（44,400円）

44,400円

一般

低所得者
Ⅱ

Ⅰ

現役並み所得者

8,000円

12,000円

15,000円

24,600円

44,400円

所得区分

外来の限度額
（個人単位）

入院＋外来の
限度額

（世帯単位）

平
成
18
年

10
月
か
ら



国
民
健
康
保
険
税
は
月
末
が
納
期
限
で
す
。９
月
は
第
３
期
納
期
で
す
。納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
付
の
問
い
合
わ
せ
・
相
談
は

町
役
場
ほ
け
ん
課
ま
で

国民健康保険・老人

療養病床で入院する70歳以上の人へ

医療保険適用の療養病床に入院している70歳以上の人について、介護保険と均衡を図

るために、食費の負担が変わり、光熱水費相当分として居住費の負担が加わります。なお、

入院医療の必要性が高い入院については負担の変更はありません。

特定疾病療養受領証を持っている人へ

人工透析を必要とする治療を受けている上位所得者は、自己負担限度額が2万円（1ヶ

月）になります。

お医者さんにかかるときの自己負担額が変わります

○国民健康保険加入者で70歳以上の人（昭和7年10月1日以降に生まれた人）

○老人保健で医療を受けている人

○現役並みの所得がある人は、医療機関に支払う自己負担割合が2割か

ら3割に引き上げられます

対　象　者

窓口で支払う費用

現役並み所得者 2割

一般、低所得者Ⅰ・Ⅱ 1割

平成18年9月30日まで

所得区分 食　　費

現役並み所得者
約24,000円

一般

低所得者
Ⅱ 約20,000円

Ⅰ 約10,000円

平成18年9月30日まで

現役並み所得者 3割

一般、低所得者Ⅰ・Ⅱ 1割

平成18年10月1日から

a

a

老人保健受給者証と国民健康保険高齢受給者証を持っている人が保険医療機関にかか

った場合、医療費の自己負担割合は、1割と3割（本年9月30日までは1割と2割）に区分

されます。

★本年10月1日から自己負担区分が変更になる人については、老人保健受給者証と国民

健康保険高齢受給者証（8月1日以降使用分）の「一部負担金の割合」の欄に、変更を示

す表示がありますので確認してください。

①3割（平成18年9月30日までは2割）・老人保健受給者証

・国民健康保険高齢
受給者証にある
「一部負担金の割合」の欄

a

（月単位）

所得区分 食費および居住費

現役並み所得者
約52,000円

一般

Ⅱ 約30,000円

低所得者 Ⅰ② 約22,000円

Ⅰ① 約10,000円

平成18年10月1日から

（月単位）

②3割（平成18年9月30日までは2割）
※自己負担限度額「一般」適用
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●耐震診断にかかる費用の一部を助成
します

12

木 造 住 宅

本町では、平成18年度に10件の木造住宅を対象として耐震診断費用の一部を助
成します。耐震診断を受けたい人は、申請書類などを町役場建設産業課に提出し
てください。

今回の耐震診断は、「人の体に例える治療ではなく、あくまでも健康診断です。」

■耐震診断費用

１万円（自己負担金）
※　耐震診断費用３万円のうち２万円を国・県・町が負担します。
■対象となる住宅

町内で次の要件を満たす木造住宅。
q昭和56年５月31日以前に着工された木造住宅（在来軸組工法で、２階建て以下
のもの〈長屋および共同住宅を含む。〉）
※ 店舗等の併用住宅の場合、店舗等に供する床面積が延べ面積の２分の１未満
のもの

w延べ面積が250平方メートル（約75坪）以下のもの
■募集件数

10件（募集件数になりしだい、募集を締め切ります。）
■受付期間

９月８日（金）～９月29日（金）午前８時30分～午後５時15分
（土・日・祝日を除きます。）
■申込方法

申請書等を町役場建設産業課に持参して提出してください。
※ 申請書類等は町役場建設産業課で配布します。また、本町ホームページ
（http://www.town.oyodo.nara.jp/）でダウンロードすることができます。
■申込・問い合わせ 町役場建設産業課

大規模地震の発生に備えた安全な地域づくりのための第一歩として、建築さ

れてから一定期間を過ぎた木造住宅の耐震診断を支援する事業を行います。こ

れは、奈良県に登録されている耐震診断員による耐震診断を受ける際に、国・

県・町がその費用の一部を助成するものです。

ま
ず
落
ち
着
い
て

身
の
安
全
を
！

○
大
き
な
ゆ
れ
が
続
く
の
は
、

長
く
て
も
１
〜
２
分
ぐ
ら
い

で
す
。
丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ

ル
な
ど
の
下
に
身
を
隠
し
ま

し
ょ
う
。

○
背
の
高
い
タ
ン
ス
、
本
棚
や

窓
ガ
ラ
ス
か
ら
離
れ
ま
し
ょ

う
。

慌
て
ず
に
火
の
始
末

○
落
ち
着
い
て
火
の
始
末
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

※

ス
ト
ー
ブ
は
、「
耐
震
自

動
消
火
装
置
付
」
の
も
の
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
ガ
ス
器
具
は
元
栓
を
締
め
て
、

電
気
の
ブ
レ
ー
カ
を
切
り
ま

し
ょ
う
。

避
難
は
徒
歩
で

行
い
ま
し
ょ
う

○
避
難
す
る
と
き
は
自
動
車
を

使
わ
な
い
で
、
徒
歩
で
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
慌
て
て
階
段
を
駆
け
降
り
た

り
、
窓
や
屋
根
か
ら
飛
び
降

り
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。



昭和57年１月１日以前から所在する住宅で、建築基準法に基づく
耐震基準に適合する耐震改修工事を行った場合、固定資産税を減額
します。
■対象となる家屋

昭和57年１月１日以前から所在する住宅
■対象となる耐震改修工事

○建築基準法に基づく耐震基準（昭和56年６月１日施行）に適合
した工事であること
○耐震改修工事の費用が１戸あたり30万円以上であること
■減額対象となる範囲および減税額

減額対象：床面積が１戸あたり120平方メートル相当部分
減 税 額：固定資産税の２分の１
■減額期間

■減額措置を受けるための手続き

耐震改修工事完了後３ヶ月以内に下記の書類を添付して町役場税
務課に提出してください。
○減額申告書
※ 町役場税務課で配布します。
○耐震改修工事の費用を証明する書類
○現行の耐震基準に適合した工事であることの証明書
※ 建築士、指定住宅性能評価機関、指定確認検査機関などが発行
します。
■問い合わせ　

町役場税務課
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住宅耐震改修に伴う固定資産税の
減額措置

耐 震 改 修 工 事 完 了 時 期 減額期間

平成 1 8年１月１日～平成 2 1年 1 2月 3 1日 ３年間

平成 2 2年１月１日～平成 2 4年 1 2月 3 1日 ２年間

平成 2 5年１月１日～平成 2 7年 1 2月 3 1日 １年間
既存住宅について、耐震改修

工事をした場合に、所得税額を

控除する制度もあります。

詳しくは税務署に問い合わせ

てください。

◆吉野税務署

（10746－32－3385）

自
動
車
の運

転
中
に
は
…

○
消
火
栓
や
交
差
点
を
避
け
て
、

道
路
の
左
側
に
停
止
し
て
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

○
警
察
官
が
交
通
規
制
を
行
っ

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

正
し
い
情
報
を

入
手
し
ま
し
ょ
う

○
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報
道
に

注
意
し
て
、
デ
マ
に
惑
わ
さ

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
役
場
、
警
察
、
消
防
か
ら
の

情
報
に
は
、
絶
え
ず
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

○
不
要
、
不
急
な
電
話
は
か
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

協
力
し
あ
っ
て応

急
救
護

○
軽
い
ケ
ガ
な
ど
の
処
置
は
、

協
力
し
あ
っ
て
応
急
救
護
を

し
ま
し
ょ
う
。

家
族
で
防
災
に
つ
い
て

話
し
あ
い
ま
し
ょ
う

○
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た

と
き
の
連
絡
方
法
を
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

○
非
常
持
出
袋
な
ど
を
い
つ
で

も
持
ち
出
せ
る
場
所
に
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
中
吉
野
警
察
署



ち
び
っ
子
桧
垣
本
座
は
、
大
淀
町
に
か
つ

て
存
在
し
た
「
桧
垣
本
猿
楽
」
を
文
化
財
産

と
し
て
育
み
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
行
っ

て
い
る
「
大
淀
町
能
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
ひ

と
つ
で
す
。

第
１
回
目
の
活
動
は
、小
鼓
の
練
習
で
す
。

第
５
期
の
座
員
10
人
は
大
倉
流
小
鼓
方
16
世

宗
家
の
大
倉
源
次
郎
さ
ん
か
ら
、
小
鼓
の
仕

組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
練
習
の
心
構
え
や
注
意
事
項
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
特
に
、
大
切
な

お
道
具
に
触
れ
る
前
に
は
必
ず
手
を
洗
う
こ

と
。
練
習
の
最
初
と
最
後
に
は
大
き
な
声
を

出
し
て
挨
拶
あ
い
さ
つ

を
す
る
こ
と
。
背
筋
を
伸
ば
し

姿
勢
を
正
す
こ
と
。」
な
ど
を
教
わ
り
ま
し

た
。小

鼓
は
、
音
を
響
か
せ
る
役
割
の
胴
と
音

を
打
ち
出
す
革
、
鼓
を
組
み
立
て
音
階
を
調

整
す
る
麻
の
調
べ
緒
か
ら
な
る
打
楽
器
で

す
。
先
生
は
、
小
鼓
の
持
ち
方
、
構
え
方
、

打
ち
方
に
つ
い
て
も
、厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、

座
員
は
先
生
の
指
示
に
従
っ
て
、
一
生
懸
命

稽け
い

古こ

し
て
い
ま
し
た
。
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第５期ちびっ子桧垣本座の

座員は、来年３月の発表会に

向けて小鼓、大鼓、舞と謡、

笛、太鼓の順番に稽古してい

きます。

みなさん、今年もちびっ子

桧垣本座の応援をよろしくお

願いします。

町
体
育
協
会
主
催
の
剣
道
大
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
　
時

10
月
15
日
（
日
）

集
　
　
合：

午
前
９
時
　

競
技
開
始：

午
前
９
時
30
分

■
場
　
　
所
　

平
畑
体
育
館

■
参
加
資
格
と
区
分

本
町
在
住
の
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
・
一
般
社
会
人

■
申
込
方
法

は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
参
加
資
格
の

区
分
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
９
月
29
日

（
金
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

大
会
競
技
中
に
傷
害
が
生
じ
た
場
合
、
応

急
処
置
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
責
任
は

一
切
負
い
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
内
）

町
体
育
協
会
で
は
、
昨
年
９
月
１
日
か
ら

本
年
８
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
県
体
育
協
会

主
催
の
県
大
会
で
優
勝
さ
れ
た
人
（
団
体
）、

お
よ
び
そ
れ
以
上
の
大
会
に
県
予
選
等
に
よ

っ
て
出
場
さ
れ
た
人
（
団
体
）
を
優
秀
選
手

と
し
て
、
町
民
体
育
大
会
に
お
い
て
表
彰
い

た
し
ま
す
。

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
心

あ
た
り
の
あ
る
人
は
、
９
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
町
体
育
協
会
事
務
局
（
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
内
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

第
５
期
ち
び
っ
子
桧
垣
本
座
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た

剣
道
大
会
を
開
催
し
ま
す

優
秀
選
手
表
彰
の
推
薦

町
体
育
協
会
か
ら
の

案
内



■
基
本
構
想
（
案
）

第
１
部
　
序
論

大
淀
町
の
概
況
と
特
性

大
淀
町
の
主
要
課
題

第
２
部
　
基
本
構
想

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

■
基
本
構
想
（
案
）
の
閲
覧
場
所

町
役
場
企
画
課
、
町
立
図
書
館
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.oyodo.nara.jp/

）

■
募
集
期
間

９
月
26
日
（
火
）
〜
10
月
16
日
（
月
）

■
提
出
方
法

住
所
、
氏
名
（
ま
た
は
団
体
名
）、
連
絡

先
（
電
話
番
号
な
ど
）
を
記
入
し
て
、
郵

送
、
持
参
、
電
子
メ
ー
ル
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
町
役
場
企
画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
６
３
８
―
８
５
０
１

大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０
番
地

町
役
場
企
画
課

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
７
４
７
%2
４
３
１
０

電
子
メ
ー
ル：

s_kikaku.@
tow
n.oyodo.lg.jp
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大会当日は、会場周辺等で通行車両が
増えることが予想されます。周辺住民の
みなさんには、ご理解いただけますよう
お願いします。
なお、会場周辺での路上駐車は禁止です。

来場されるみなさんのご協力をお願いし
ます。

◆日　時　10月8日（日）
午前9時～

◆場　所　平畑運動公園
サッカー場

本
町
で
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
と
な
る
総
合
計
画
（
第
３
次
大
淀
町
総

合
計
画
）を
つ
く
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
実
施
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
提
言
」
な
ど
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
第
３
次
大
淀
町
総
合

計
画
策
定
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、
基
本

構
想
（
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
基
本
構
想
（
案
）
に
対
し

て
、
み
な
さ
ん
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
ま
す
。

安
全
で
住
み
良
い
、
活
力
あ
る
ま
ち
を

め
ざ
し
て
い
く
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
な

ど
を
策
定
す
る
過
程
で
、
広
く
住
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
求
め
、
計
画
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

安
全
で
住
み
良
い
、活
力
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

み
な
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

第3次大淀町総合計画
（平成19年4月～29年3月末までのまちづくり計画）

基本構想（案）
安全で住み良い、活力あるまちをめざして

策定審議会

こんな取り組みが
必要では？

こんな現状を
改善してほしいな…

こんな町にして
欲しいから、

これを進めて欲しい

b

提言

b

パブリック
コメント

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
…
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本町では、地域住民との国際
交流を一層深めるために英会話
サークルを実施しています。
今回、町立大淀中学校の英語
指導助手がサミュエルさんから
バイアンさんに変わり、英会話
サークルの講師にバイアンさん
を招いてボランティアのみなさ
んの協力のもと、英会話の勉強
を行うことになりました。
英会話を通じて外国の文化や生活に接する良い機
会です。ぜひ、気軽に参加してください。
また、ボランティアでサークル運営を手伝ってく
れる講師の人も募集しています。

▲バイアンさん

◆日　　　時 毎週木曜日　
午後７時30分～午後９時30分　
（９月７日（木）から実施します。）

◆場　　　所 町中央公民館
◆対　　　象 本町在住の人
◆会　　　費 年間2,000円
◆内　　　容 初歩から初級程度
◆講　　　師 町立大淀中学校英語指導助手

BAGGENSTOSS  VIANN
（バッゲンストス・バイアンさん）

◆申 込 方 法 サークル活動日に直接町中央公民
館にお越しください。

◆問い合わせ 町教育委員会社会教育課

パ

ン

ダ

ク

ラ

ス

子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して
事業を実施しています。
■日　　時
毎週月曜日：パンダクラス（０･１歳児）
毎週水曜日：ウサギクラス（２歳児以上）

※　どちらも午前10時から午前11時30分までです。
■場　　所
延明保育園あそびの森子育て支援センター
■持 ち 物
水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２ 月・火・水曜日は「あそびの森」の開放日です。
自由に利用してください。申し込みは必要ありません。
時間は午前10時から午後２時までです。

■育児相談
育児相談は随時受付をしています。希望者は、延明保
育園に直接申し込んでください。
■問い合わせ先
延明保育園　10747－52－0388

ウ

サ

ギ

ク

ラ

ス

親子ピクニック
場所：ゴロゴロ広場（御所市）

親子ピクニック
場所：ゴロゴロ広場（御所市）

10／２（月）

10／３（火）

10／３（火）

10／９（月）

10／16（月）

10／23（月）

10／30（月）

10／31（火）

10／18（水）

10／11（水）

10／17（火）

10／25（水）

10／31（火）

ママトーク
◇日　時 10月10日（火）午前９時30分～午前11時
◇場　所 子育て支援センター
◇参加費 200円（材料費300円は別途必要です。）
◇内　容 小物作り

英語であそぼう（親子英語）
◇日　時 10月16日（月）
パンダクラス：午前11時40分～正午
ウサギクラス：午後０時10分～午後０時40分
◇場　所 子育て支援センター

バルーンあそび

お休みです

ママ・エアロビクス

おいもほり

うんどうあそび

ワイワイたいむ「連想ゲームあそび」

お誕生日会（10月生まれのお子さんを
募集します。参加希望の人は10月25日
（水）までに子育て支援センターに申し
込んでください。）

おいもほり

ママ・エアロビクス

ワイワイたいむ「連想ゲームあそび」

サーキットあそび

お誕生日会（10月生まれのお子さんを
募集します。）

10／17（火）



■日時 毎月第２・第４水曜日
午後１時～午後４時

■場所 町社会福祉協議会
■問い合わせ 町社会福祉協議会

10747%30589

■日時 ９月15日f
午後１時～午後４時

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場住民生活課

10747%25501（要予約）
■日時 10月16日b

午後１時～午後４時
■場所 吉野町役場
■問い合わせ 吉野町役場町民課

10746#23081
■日時 11月16日e

午後１時～午後４時
■場所 下市町役場　
■問い合わせ 下市町役場住民福祉課

10747%20001

無料法律相談（３町巡回）

心配ごと合同相談
■日時 毎週木曜日

午後１時～午後４時
■場所 南和法律相談センター

（五條市今井ナントビル２階）
■予約受付 月曜日～金曜日

午前９時30分～正午
午後１時～午後４時

■問い合わせ　
南和法律相談センター　
10747@35234

■日時 毎週火曜日
午後１時～午後４時

■場所 吉野町役場（７月～９月）
■問い合わせ 吉野町役場町民課

10746#23081

■日時 10月21日g
午前９時～午後４時

■場所 大淀町中央公民館
■問い合わせ
県建築協同組合中吉野支部
10747%29971

住宅増改築相談

消費生活相談

無料法律相談
■日時 毎月第２火曜日

午前10時～午後３時
■場所 大淀町役場
■問い合わせ 町役場住民生活課

■日時 10月６日f
午前10時30分～午後４時

■場所 吉野町中央公民館
■問い合わせ 高田児童相談所

10745@26079

児童相談

無料交通事故相談相� 談�

多年にわたり、社会の進展に寄
与してこられた人々に敬意を表す
とともに、だれもが生きがいを持ち、
健康で安心して生活できる長寿社
会を築くことが大切です。
本町では、この期間中に該当す

る人に対して、各種事業を通して
長寿のお祝いをします。

◇事業内容など、詳しくは町役場
少子高齢化社会対策課に問い合
わせてください。

国民年金保険料
「若年者納付猶予制度」があります

９月は
高齢者保健福祉月間です

17

国民年金保険料の納付が困難な場合、本人・配偶者・世帯主の
所得を審査した後、保険料が免除される制度があります。（本人
の申し出が必要です。）

30歳未満の人の場合、本人および配偶者の所得のみを審査する
保険料納付の猶予制度もありますので、社会保険事務所または町
役場ほけん課の窓口で相談してください。

※ 学生の人には、「学生納付特例申請」がありますので、学生証
を持参して町役場ほけん課で手続きを行ってください。

■問い合わせ 大和高田社会保険事務所（10745－22－3531）
町役場ほけん課

町立大淀病院からのお知らせ

看護師・准看護師を募集
常勤・パート（臨時職員）を募集しています。

詳しくは、町立大淀病院庶務課まで。

10747－52－8801

30歳未満のみなさんへ



栄
養
展
は
全
国
糖
尿
病
週
間
に
ち

な
ん
で
、
糖
尿
病
の
予
防
と
よ
り
良

い
治
療
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
糖
尿
病
で
悩
ん
で
い
る
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
や
一
般
の
人
も
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

10
月
21
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費

無
料

■
内
　
容

○
講
演

演
題：

糖
尿
病
腎
症

講
師：

大
淀
病
院
内
科
医
長

京
田
有
輔
先
生

○
展
示
コ
ー
ナ
ー

○
血
圧
・
血
糖
・
体
脂
肪
・
血
管
年

齢
・
骨
密
度
の
測
定

○
食
事
・
運
動
・
薬
物
療
法
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談

■
問
い
合
わ
せ

町
立
大
淀
病
院
清
友
会
事
務
局

な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
、
イ
ベ
ン
ト
や

資
料
展
示
を
と
お
し
て
考
え
る
催
し

で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
み

な
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

10
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所

町
文
化
会
館

■
主
　
催

奈
良
県
・
市
町
村
・
奈
良
地
方
法

務
局

■
内
　
容

¡

講
演
（
丘
乃
れ
い
さ
ん
）

¡

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
町
立
大
淀
中

学
校
吹
奏
楽
部
他
）

¡

啓
発
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、
展

示
コ
ー
ナ
ー

¡
模
擬
店
、
物
産
展

■
問
い
合
わ
せ

町
役
場
人
権
施
策
推
進
室

平
成
18
年

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

9月は町県民税
第2期の納期です

納期内
（10月2日まで）に
納めましょう

納付書は6月に一括して
郵送しています

町役場税務課

「
交
通
事
故
の
な
い
　
や
す
ら
ぎ

の
　
大
和
路
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

９
月
21
日
（
木
）
か
ら
９
月
30
日

（
土
）
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
の
被
害
者
、
加
害

者
に
な
ら
な
い
よ
う
、
一
人
ひ
と
り

が
ル
ー
ル
を
守
り
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
重
点
事
項

○
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
追
放

■
中
吉
野
警
察
署
・
町
交
通
対
策
協

議
会
（
町
役
場
総
務
課
内
）
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糖
尿
病
週
間
行
事

「
栄
養
展
」
を
開
催
し
ま
す

第
12
回
な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

●問い合わせ　町役場総務課

中吉野駐車場�

至土田�
中吉野警察� 大淀病院�

下市口駅�

吉野川�

至
車
坂�

至
五
条�

千
石
橋�

使用料金
1 回　300円

利用時間
24時間



町　　　役　　　場 0747－52－5501

大　　淀　　病　　院 0747－52－8801

水　　　道　　　部 0747－52－0137

大　淀　消　防　署 0747－52－1199

教　育　委　員　会 0747－52－1522

町 中 央 公 民 館 0747－52－1524

保 健 セ ン タ ー 0747－52－9403

老 人 福祉センター 0747－52－9733

桜ヶ丘総合センター 0747－52－5402

桜 ヶ 丘 児 童 館 0747－52－8319

旭ヶ丘総合センター 0746－32－5189

杉本記念文化センター 0746－32－2489

平　畑　体　育　館 0747－52－6234

南和広域美化センター 0747－52－3253

一般廃棄物処理施設（西ヶ峰） 0747－52－8419

文　　化　　会　　館 0747－54－2110

図　　　書　　　館 0747－54－2120

大淀町社会福祉協議会 0747－53－0589

訪問看護ステーション 0747－52－1941

中 吉 野 警 察 署 0747－53－0110

吉野路大淀ｉセンター 0747－54－5361

健康づくりセンター 0746－34－5501

シルバー人材センター 0747－54－5522

ふれあい活動センター 0747－54－5533

善意銀行だより善意銀行だより

今回、次の方々から善意が寄せられました。

□亡父保供養として
金20,000円
中上　博功さん（大岩）

ありがとうございました。当該事業に有
意義に使わせていただきます。

10
月
は
行
政
書
士
制
度

強
調
月
間
で
す

自
衛
官
各
種
採
用
試
験
の
案
内

本年４月から児童手当制度は、支給対象が小学校６年生
までに拡大され、所得制限が引き上げられました。
本年４月分から児童手当を受けるためには、９月29日

（金）までに市町村の窓口（公務員は勤務先）へ申請する必要
があります。

◇詳しくは、本紙６月
号・７月号をご覧く
ださい。

■問い合わせ　
町役場少子高齢化社会
対策課

児童手当の申請は済みましたか？
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行
政
書
士
制
度
の
国
民
的
な
理
解

と
普
及
を
め
ざ
し
て
、
毎
年
10
月
を

行
政
書
士
制
度
強
調
月
間
と
定
め
て

全
国
一
斉
に
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

奈
良
県
行
政
書
士
会
で
は
、
官
公

署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
、
提
出

方
法
な
ど
に
つ
い
て
無
料
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
行
政
奈
良
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
》

■
日
　
時

10
月
７
日
（
土
）
〜
９
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
場
　
所
　

近
鉄
百
貨
店
奈
良
店
　
５
階
書
籍

売
場
・
東
側
通
路
　
特
設
会
場

《
電
話
無
料
相
談
》

■
日
　
時

10
月
１
日
（
日
）
〜
31
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
土
・
日
・
祭
日
を
除
き
ま
す
。）

■
電
話
番
号
　

1
０
７
４
４
@5
６
３
３
９

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
４
@5
６
３
４
０
）

■
問
い
合
わ
せ

奈
良
県
行
政
書
士
会

■
防
衛
大
学

¡

受
付
期
間

９
月
８
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

¡

試
験
日

11
月
11
日
（
土
）
・
12
日
（
日
）

■
防
衛
医
科
大
学

¡

受
付
期
間

９
月
８
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

¡

試
験
日

11
月
４
日
（
土
）
・
５
日
（
日
）

■
看
護
学
生

¡

受
付
期
間

９
月
８
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

¡

試
験
日

10
月
15
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所

1
０
７
４
７
@2
３
７
８
９
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のうごき
平成18年７月31日現在

●人　口 20,658人（－18）
男 19,898人（±20）
女 10,760人（－18）

●世帯数 7,551 （＋19）
（ ）内は前月との比較

大淀町民憲章（平成3年11月1日制定）
わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵みを守り、豊
かな文化と活力ある南和の中核都市をめざし、この
憲章を制定します。

１．わたくしたちは、緑と水と心のきれいな町をつ
くります。

１．わたくしたちは、互いに人権を尊び、共に生き
るあたたかい町をつくります。

１．わたくしたちは、すぐれた郷土を愛し、文化と
教養の香りたかい町をつくります。

１．わたくしたちは、スポーツに親しみ、健康で仕
事に励む活気ある町をつくります。

１．わたくしたちは、老人を敬い、子どもの夢を育
て、生きがいのある町をつくります。

古紙配合率70％再生紙を使用しています�

70 この広報紙は、再生紙を使用しています。

このコーナーでは、町の
がんばっている人を紹介
します。

■表紙の写真　

残暑がまだまだ厳し
いですね。
表紙の写真は「ホテ

イアオイ」という花の
写真です。すみれ色の
美しい花が、涼しげで
良いですね。

木�

花�

アラカシ�

梨　
花�

表
おもて

勝俊
かつとし

さん
（畑屋）

中吉野広域消防組合
消防本部黒滝出張所

あこが

…2

…4

…7

…8

…10

３

古代「イマキ」の伝承地 今
いま

木
き

平成18年10月から

国民健康保険・老人保健の制度が変わります
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★第35回全国消防救助技術大会に出場します
消防署に勤務して18年になりますが、今回、
中吉野広域消防組合は消防救助技術大会で、
「陸上の部」と「水上の部」において全国大会
に出場します。私は「水上の部」で指導者と
して携わっています。この大会で水上の部と
いうのは、おぼれている人を救助することを
想定し、その中で正確性、迅速性、安全性を
競う種目です。
★指導者としての大きな達成感
この消防救助技術大会には、以前に選手と
して出場したこともありますが、指導者とい
う立場で出場することは、選手のとき以上に
大きなプレッシャーを感じます。特に気を遣
うのは、指導している選手にけがをさせない
ということですね。でも、今回、全国大会に
出場することができて、教える立場として本
当に大きな達成感があります。このような訓
練で学んだことが、実際の現場の人命救助に
役立てることができれば良いと思います。
※ 全国大会は本年8月24日（木）に開催さ
れました。

（右）吉村
よしむら

光平
こうへい

くん （平成12年２月22日生まれ）

（左） 友希
ゆ き

ちゃん（平成13年11月28日生まれ）

（中） 歩純
あ み

ちゃん（平成17年10月11日生まれ）

両親からの
コメント

素直で優しい子に

育ってねQ

（つつじヶ丘）

あなたからの「すま
いる」の写真をお待
ちしています。お申
し込みは町役場総務
課まで。
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